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【目的】 
臨床の経鼻吸引場面では、鼻腔の狭窄や舌根による咽頭腔の圧迫などによりカテーテル
操作が困難な場面も多いが、技術の習得は臨床での経験の積み重ねに依拠している。看護
師が安全に実施するためには、失敗が許され、繰り返し練習できるシミュレーション場面
でのトレーニングが有用であるが、現在市販されているシミュレータは臨床で実践する経
鼻吸引のカテーテル操作が反映されていない。そこで本研究では、看護師が対象に合わせ
た経鼻吸引技術を習得するトレーニングプログラムを開発するために、カテーテル操作が
困難なシミュレータに必要な構造、機能を抽出し、3D プリンタによってシミュレータを試
作する。 
【方法】 
1．カテーテル操作が困難な上気道の構造をもつシミュレータの作成：過去に研究協力が
得られた医療機関において収集した CT 撮影画像データを分析し、カテーテル挿入に困難な
構造をもつデータを抽出する。抽出した画像データを STL ファイルに変換し、3D プリンタ
にてシミュレータ試作後データを修正する。（STL ファイルへの変換、修正は外部業者に委
託した。）2．教材としての妥当性の検証：臨床での手技の再現性、カテーテル操作性、使
用感についての評価について、慢性呼吸器疾患認定看護師 2 名にヒアリングを行い、教材
としての妥当性を検証する。 
【結果】 
1．カテーテル操作が困難な上気道の構造をもつシミュレータの作成： 
 10 例の鼻腔から気管分岐部周辺の CT 撮影画像データを分析した結果、鼻中隔彎曲、鼻
腔径の左右差をもつデータ 2 例を抽出した。画像データを STL ファイルに変換後 3D プリン
タにより成型した結果、①鼻腔径が通常使用する吸引用カテーテル径 4mm よりも狭窄して
いる部位（最小 2mm）が存在する、②鼻中隔の厚さが薄い部位（2mm）が存在するため 3D
プリンタによる成形不可能である、③咽頭陥凹が直角に近いためカテーテルがつっかえて
挿入困難となる、の 3 点が課題として挙げられた。そのため、臨床における経鼻吸引技術
のカテーテル操作が可能となるよう、①鼻腔径が 4mm 以下の部位を 4mm 以上となるよう拡
張する、②鼻中隔を 4～5mm に拡張する、③咽頭陥凹の彎曲を緩くなるよう内側にする、の
3 点についてデータを修正した。 
2．教材としての妥当性の検証： 
 データの修正に時間を要したため、教材としての妥当性の検証は未実施である。 
【結論】 
本研究では、鼻中隔彎曲、鼻腔径の左右差という特徴的な上気道の構造をもつシミュレー
タを試作した。今後の方針として、試作したシミュレータの臨床での手技の再現性、カテー
テル操作性、使用感について慢性呼吸器疾患認定看護師からヒアリングを行い、教材とし
ての妥当性を検証する予定である。また、学習者がカテーテル挿入手技を視認できる機能
を備えた経鼻吸引技術習得のための教材を開発していく。 
